
令和 8年度 菊池川学識者懇談会 議事概要 

 

日 時 ：令和 8 年 8 月 25 日（火） 14：00～16：10 

場 所 ：菊池川河川事務所 第 1 会議室（１階） 

出 席 ：大本委員長、井田委員、木村委員、馬場委員、藤井委員、皆川委員、森山委員 

 

【要旨】  ■：委員、●：事務局 

 

１． 菊池川直轄河川改修事業再評価 

菊池川直轄河川改修事業再評価について、異議なしということで、対応方針（原案） 

どおり「引き続き事業を継続」することを了承する。 

 

■現在の整備目標で河川整備を実施しているが、整備目標よりも大きな流量が発 
生することも踏まえながら、今後の整備等を検討していくこと。 

 

●現在、気候変動を踏まえた河川整備基本方針の検討を進めており、策定が完了

次第、気候変動を踏まえた河川整備計画の策定に取り組む予定である。 

 

２． 現整備計画内容の点検 

菊池川水系河川整備計画内容について、本日頂いた意見を踏まえ進めていくこと 

で了承する。 

 

■掘削河道の断面は、現況河道を基本に考えるべき。また、掘削によって河道か

ら土砂を取り続けると、下流域への供給が弱まり河床低下を招く。 
■堆積土砂に対する掘削を続けるだけでは永遠に費用が増えるため、堆積を抑制

する根本的な対策や将来予測が必要である。 

■気候変動の降雨増加に対して河道整備のみでは追いつかない。中長期的には、

生活する場所と氾濫を許容する場所など、棲み分けが必要である。 

■森林や山地開発を管轄する部局と対話して流域治水を推進すべきである。 

■「河川水辺の国勢調査」などのデータを活用し、魚類の減少傾向や環境保全対

策の効果を定量的に示すべきである。 

■川にまつわる歴史・民俗（伝統漁法、水運の歴史など）が失われつつあるため、

これらを継承・保存する必要がある。 

 

●気候変動を踏まえた河川整備、並びに流域治水の取り組みにあたり、河川環境

や生態系の実態把握や、川の歴史等についても考慮し、河川の上下流や山地部

まで含めた関係機関と連携した取り組みを実施していきたい。 


